恒常性機能解析部門(客員部門) by 丸野 政雄
99 
恒常性機能解析部門（客員部門）
客員教授 丸野政雄（薬学博士）
く〉研究目的
和漢薬を生薬・成分，薬理・臨床すなわち物質とその生体への反応の両面から解析し，薬物の
恒常性機能に果たす役割を明確にするのがこの部門の究極的な目的である。
。研究概要
漢方処方は幾つかの生薬から構成され，古代中国から正しく継承され，今日の日本で使われて
いる。現在，生薬とその有効成分を漢方処方と密接に結び付けて解析している。
1.半夏
2.川考
3.地黄
4.釣藤鈎
5. かぜ症候群に対する漢方処方中の構成生薬
6.防巳と防己
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。総説
1）丸野政雄：“防巳”と“木通”一物質面からの解析－．和漢薬研究所年報， 24:1 6, 1997 
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く〉その他
和漢薬研究所セミナー
1）丸野政雄：“防己”とその周辺の生薬 化学と活性面からの解析一 (1998.1)
2）丸野政雄：日本の天然物化学（1998.2)
3）丸野政雄：中国に於ける天然薬物研究の歴史 (1998.6)
中国科学院上海薬物研究所
1）丸野政雄：生薬活性成分之尋求 (1998.4)
中国薬科大学中薬学院（南京）
1）丸野政雄：防己輿木通 (1998.4)
